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本研究の推進に当たりましては、研究機関の皆様には、多大なる御協力を賜りましたこと

に心から感謝申し上げます。御多忙の中、２年間にわたり、園・学校において「インクル

COMPASS（試案）」の実施に取り組んでいただきました。各園・学校の特色や強みを生かし

た、あるいは、課題に向き合った取組事例をご提供いただいたことで、「インクル COMPASS

（試案）」の意義とその活用可能性を検討することができました。  

子ども達の生き生きした活動を創りだしている園や学校の姿、そして、教職員が互いの立

場を理解し合いながら、共に子ども達の教育活動を支え、可能性を引き出そうとされている

様子から教育の素晴らしさと可能性を実感いたしました。各教育委員会及び教育センターの

皆様におかれましては、研究協力機関の選定や各園・学校訪問時に同行いただく等、大変お

世話になりました。 

そして、研究協力者の皆様におかれましても、研究協議会において、専門的な見地から、

多くの御示唆とアドバイスをいただきましたことに、厚く御礼申し上げます。 

 

皆様のお力添えによって、園・学校用の「インクル COMPASS」を作成、提案することに

至りました。今後、園や学校で活用されること、そして実践が展開されていくことを期待し

ております。 

 

来年度におきましては、教育委員会の皆様から御意見をいただいて作成した教育委員会用

「インクル COMPASS（試案）」の修正・改善を図り、教育委員会で活用いただける「イン

クル COMPASS」の作成を進めていく所存です。 

 

関係各位の御意見・御批正をいただければ、幸甚に存じます。 
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